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『RSプラス』
R



長所

・施工能率が高い
・載荷試験例が多い
・比較的安価である
・施工実績多く，信頼性高い

従来工法：打撃工法

短所

・大きな騒音・振動を伴う

JV工法の採用

近年，港湾周辺地域に
隣接する住宅や工場が増加

騒音・振動対策の必要性が高まる

開発の背景

■港湾地域での鋼管杭打設工法における課題
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長所

・施工能率が高い
・低騒音・低振動

短所

・支持力性能
が未解明

確実な支持力性能低騒音・低振動

水とセメントミルクジェット併用
バイブロハンマ工法『ＲＳプラス』の開発

ＪＶ工法（ｳｫｰﾀｼﾞｪｯﾄ併用ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ）の課題
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①ウォータージェット併用

バイブロハンマ工法

の長所を活用

→ 騒音・振動低減と施工性向上

②支持力性能の向上

→ 杭先端にセメントミルク噴射

で根固め部築造

ＲＳプラス 工法概要
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RSプラス 施工概要
ウォータージェット併用バイブロ
ハンマで所定の深度まで打設

ウォータージェットをセメントミル
ク噴射に切り替え、高圧噴射と
リブプレート効果により杭先端
部に拡大根固め部を築造

ノズル配管を回収する際に、杭
周面部にもセメントミルクを充填
し、杭と周辺地盤との一体化を
図る
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施工手順
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高い支持力特性

リブプレート
（確実な拡底効果）

ずれ止め鉄筋（根固め
部と鋼管の一体性）
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根固め部

ソイルセメント

高い支持力特性



施工設備
8



施工性の検討
杭径600mm,800mm,1000mm
で施工性の検証を実施

杭先端形状

ジェット噴射方向

地盤条件
（φ600での施工試験）
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鋼管内面の
閉塞に寄与



施工状況
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施工管理方法

レーザー
変位計

反射板

レーザー
変位計

モニターで
チェックしながら
クレーン操作

トランシーバーで
水とセメントミルクの
切り替え命令

無線でデータ送信

無線で画像データ送信

【施工管理システム】

切替え装置

杭先端深度管理
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根固め部管理

根固め部築造工程
（杭先端深度の推移）

根固め部築造工程計画

実大杭で計画通りに深度管理，水→ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸの切換えが可能
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・打設速度
・セメントミルク注入量
・水→セメントミルク

切替のタイミング
等の管理



騒音・振動の程度

杭打設位置から３０ｍ以上離れた地点で、

騒音・振動の規制値を下回っています。
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軸方向抵抗力性能（先端抵抗力）
■先端抵抗力度の評価

（φ600，φ800，φ 1,000）

先端抵抗力度-沈下量関係

先端抵抗力係数αまとめ

先端抵抗力度：300N以上

N値50以下の地盤を対象に、
300（α）N=15,000(kN/m2)の抵抗
でも、根固め部の健全性確保

※ 先端沈下量0.042Dのときのqd

※
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軸方向抵抗力性能（周面抵抗力）
■周面抵抗力度の評価

（φ600，φ800，φ1,000） 周面抵抗力度まとめ

周面抵抗力度は，砂質土で
5N(kN/m2)以上期待できる．
粘性土でもデータは少ないが，
10N(kN/m2)以上は期待できる．
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データ数 周面抵抗力度

砂･礫質土 11 4.9～26.7Ｎ(平均12.7Ｎ)
粘性土 2 50.2，82.6Ｎ(平均66.4Ｎ)

周面抵抗力度とN値の関係
（砂質土）
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軸方向抵抗力性能の評価

■杭周面抵抗力

Rf=Σrfi×Asi

杭周面
抵抗力

杭先端
抵抗力

rfi の想定値 → 場所打ち杭相当
砂質土 rfi = 5Ni
粘性土 rfi = 10Ni (Ni：i層での平均N値)

Rp=α×N×Ap

■杭先端抵抗力

Rp：杭先端抵抗力(kN)
α：先端抵抗力係数
N：杭先端地盤N値
Ap：鋼管閉塞面積(m2)

Rf：杭周面抵抗力(kN)
rfi：i層の単位面積当りの杭周面抵抗力(kN/m2)
Asi：鋼管側面積(m2)

αの想定値

打撃杭相当 α=300以上

Ap：斜線部内面積(m2)
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適用範囲と用途例

水中ストラット式桟橋など
桟橋用杭等に適用可能

【ＲＳプラスによる杭長試算例（引抜き杭）】

RSプラス JV工法
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まとめ

以上まとめますと、

１．低騒音・低振動の杭施工が可能

２．高い支持力特性を有する

鋼管杭先端部の拡大根固め部と杭周面部に充填
されたセメントミルクにより打撃工法以上の高支持
力特性を発揮します。

３．優れた施工性を有する

打撃工法と同程度の優れた施工性を発揮します。
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ＲＳプラス
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ありがとうございました

お問い合わせは、

下記へ

新日本製鐵 株式会社

www. nsc.co.jp
調和工業 株式会社

www.chowa.co.jp
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